
[北海道委託事業 平成30年度プロフェッショナル人材センター運営事業]

北海道プロフェッショナル人材センター

「プロフェッショナル人材活用セミナー」 in 旭川

主 催：北海道
実施機関：(公財)北海道中小企業総合支援センター（北海道プロフェッショナル人材センター）
後 援：北海道経済産業局、北海道経済連合会、(一社)北海道商工会議所連合会、北海道商工会連合会、札幌商工会議所、

(一社)北海道中小企業家同友会、(株)北洋銀行、 (株)北海道銀行、(一社)北海道信用金庫協会、
(一社)北海道機械工業会、(一社)北海道農業機械工業会、(一社)北海道食品産業協議会、(一社)北海道IT推進協会

2018

14:00～16:30

11/
(金) 9

対 象 者

会 場

旭川トーヨーホテル2階 「丹頂の間(東)」
（旭川市７条通７丁目32-12）

道内企業、支援機関、商工団体、金融機関 ほか

基調講演

事例発表

1957年宮城県仙台市生まれ 中央大学卒
品川白煉瓦株式会社に入社後（現品川リフラクトリーズ株式会社）、エグゼクティブ系を得意
とする人材紹介会社入社、トップエージェントとして活躍。2005年 アクティベイト株式会社を設
立し、代表取締役社長に就任。内閣府地方創生事業「プロフェッショナル人材戦略事業」で全国
に登録、2016年度より16県で県主催のプロフェッショナル人材戦略セミナーの講師を務める。
公益財団法人みやぎ産業振興機構 ビジネスアドバイザー、㈱PHP研究所 eラーニング講師著書
に「一流と言われる３％のビジネスマンがやっている誰でもできる50のこと」（明日香出版社）など。

企業が取り組むべき働き方改革と採用と定着
～人材採用難時代の人事戦略～

講師：海老 一宏 氏（ アクティベイト株式会社 代表取締役社長 ）

プロ人材・外部人材を活用した企業の活用事例報告

公益財団法人北海道中小企業総合支援センターでは、北海道から「プロフェッショナル人材センター運
営事業」を受託し、「北海道プロフェッショナル人材センター」を設置して、新たな商品・サービスの開発、そ
の販路の開拓や生産性の向上などの取組を通じて企業の成長戦略の具現化をリード又はサポートするプ
ロフェッショナル人材の活用を促し、その採用を支援しています。
本セミナーでは、第一部の基調講演ではアクティベイト株式会社 代表取締役社長

の海老一宏氏、第二部の事例発表では 株式会社ニッコー 経営企画部次長の馬場
学氏 をお招きし、プロ人材採用による「攻めの経営への転換」や「経営課題の解決」
について、プロ人材の活用事例をご紹介していただきます。

【 株式会社ニッコー（釧路市） 】
1977年(昭和52年)の創業以来一貫して食の産業に関わる加工機械の開発・製造を行う食品加工機械メーカーであり、
当社の高度な技術力は水産・食肉・農産・食品の各分野において国内外で高い評価を得ている。
「ものづくり日本大賞」で最高位賞にあたる内閣総理大臣賞を受賞するなど優れた製造業企業としての受賞歴も数多く、
さらに経済産業省が選定した「地域未来牽引企業」の１社であり地域の中核企業として今後の地域経済を牽引すること
が期待されている。

講師：馬場 学 氏（ 株式会社ニッコー 経営企画部次長 ）



14:00～14:10 開会あいさつ

14:10～15:30 第一部 【基調講演】
企業が取り組むべき働き方改革と採用と定着 ～人材採用難時代の人事戦略～
講師 海老 一宏 氏（ アクティベイト株式会社 代表取締役社長 ）

15:30～15:40 休 憩

15:40～16:30 第二部 【事例発表】
プロ人材・外部人材を活用した企業の活用事例報告
講師 馬場 学 氏（ 株式会社ニッコー 経営企画部次長 ）

「プロフェッショナル人材活用セミナー」 in 旭川

参加申込書
(※) 当人材センターのホームページから申込書をダウンロードできます。（http://pro-jinzai-hokkaido.jp/）

当セミナーをどこでお知りになりましたか？

会社名
団体名等

住 所

〒 -

メ ー ル

電 話 ＦＡＸ

参加者

(所属・役職)

(氏 名)

(所属・役職)

(氏 名)

(所属・役職)

(氏 名)

(所属・役職)

(氏 名)

(所属・役職)

(氏 名)

(所属・役職)

(氏 名)

（申込期限）

（申 込 先）

【F A X 】

【メ ー ル】

平成30年11月7日 （水）
北海道プロフェッショナル人材センター

011-232-2011
pro-jinzai@hsc.or.jp

(FAX又はメールにてお申し込みください）

※本申込書に記載された情報等は、セミナーの実施・運営及び関連するイベント等に関する情報をお知らせするために利用いたします。

□ ダイレクトメール □ ホームページ □ メルマガ □ 新聞 □ 金融機関・支援機関等からの紹介 □ その他

プ ロ グ ラ ム


